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今
後
本
格
化
す
る
人
口
減
少
、
高

齢
化
や
公
共
施
設
の
更
新
問
題
へ

の
対
応
、
観
光
客
受
入
環
境
の
充
実
な
ど
、

本
町
を
左
右
す
る
対
策
と
し
て
は
、
中
長
期

財
政
見
通
し
と
し
て
、
多
額
の
財
源
不
足
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
町
の
人
口
約
１

万
１
千
人
に
対
し
て
、
年
間
２
千
万
人
の
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
経
費
は
、
地
方

交
付
税
交
付
金
の
普
通
交
付
税
の
算
出
根
拠

の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
不
交
付

団
体
と
な
り
財
源
不
足
に
困
窮
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
受
け

ら
れ
な
い
大
変
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
、観
光
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
・

維
持
に
係
る
財
源
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
議
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
「
宿
泊
税
」
の

導
入
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
の
か
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
充

実
・
維
持
に
係
る
財
源
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
議
か
ら
の
中
間
報
告
を
受

け
、
町
と
し
て
は
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
に

よ
り
、
本
町
の
財
政
運
営
が
よ
り
一
層
ひ
っ

迫
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
日
本
有
数
の
観
光
地
と
し
て
発
展

し
続
け
る
た
め
、
本
町
の
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
、
真
に
必
要
か
つ
最
も
効
果
的

な
新
た
な
財
源
は
、「
宿
泊
税
」
と
し
、
令

和
10
年
４
月
の
導
入
を
目
指
し
、
今
後
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
断
し
た
。

問答

町 
長

勝
俣 

陽
二 

議
員

令
和
10
年
４
月
か
ら
の
導
入
を
目
指
す

町 本
町
に
お
け
る
「
宿
泊
税
」
の

導
入
を

一一  
般般  

質質  

問問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

町
の
考
え
方
を
問
う
！

※
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、各
議
員
の
一
般
質
問
動
画
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

質
問
者

質　
　
問　
　
内　
　
容

ペ
ー
ジ

勝
俣
　
陽
二
◦
箱
根
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入

2

佐
藤
　
章
子
◦
財
源
不
足
に
対
す
る
今
後
の
具
体
的
な
施
策
等

◦
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
町
民
の
生
活
安
定

3

鈴
木
　
美
貴
◦
ご
み
問
題

◦
幼
稚
園
、保
育
園
、幼
児
学
園
、小
・
中
学
校
の
不
審
者
等
へ
の
安
全
対
策

◦
問
題
行
動
・
不
登
校
へ
の
対
応

◦
消
防
業
務
全
般

折
橋
　
尚
道
◦�

町
の
有
す
る
道
路
・
水
道
・
下
水
道
・
橋
り
ょ
う
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ

ラ
に
関
す
る
維
持
管
理

4

村
野
由
紀
子
◦
第
９
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

◦
夏
の
防
災
対
策

勝
俣
　
泰
彦
◦
箱
根
山
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
に
伴
う
避
難
対
象
地
域
及
び
避
難

◦
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
充
実･

維
持
に
係
る
財
源
の
あ
り
方

5

丸
子
　
英
人
◦
観
光
施
設
の
運
営　
　
　
　
　
　
◦
生
涯
学
習
・
文
化
施
設
の
運
営

◦
町
内
の
医
療
体
制
の
現
状
及
び
保
健
福
祉
施
設
の
運
営

◦
子
育
て
支
援　
　
　
　
　
　
　
　
◦
学
校
教
育

◦
公
共
交
通
機
関
の
混
雑　
　
　
　
◦
移
住
定
住
施
策

川
口
　
延
明
◦
Ａ
Ｉ
が
旅
行
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
「
は
こ
タ
ビ
」
の
経
過

6

山
田
　
和
江
◦
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策　
　
◦
補
聴
器
購
入
助
成
制
度

◦
職
員
体
制
の
充
実

６
月
定
例
会
で
は
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
９
人
の
議
員
が
、
23
項
目
に
わ
た
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
者
及
び
質
問
項
目
は
、
左
の
通
り
で
す
。
原
稿
に
つ
い
て

は
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
質

問
内
容
、
回
答
共
に
、
抜
粋
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

箱根町観光まちづくりの充実・維持に係る

財源のあり方に関する検討会議

中間報告書

５月に提出された検討会議からの
中間報告書

議会だより　はこね
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町
の
今
後
の
財
政
不
足
は
以
前
か

ら
予
測
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

　

そ
の
解
決
策
の
実
行
は
喫
緊
な
対
応
が
必

須
と
思
わ
れ
る
が
具
体
的
な
施
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
財
源
確
保
や
収
入

増
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
第
２
期

行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
重
点
項

目
の
１
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
積
極
的
に
法

定
外
税
や
税
外
収
入
を
含
め
た
財
源
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
財
源
の
根
幹
で

あ
る
町
民
税
の
徴
収
率
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
中
期
の
財
源
不
足
は
固
定
資
産
税
の
超
過

課
税
で
継
続
し
、
な
お
生
じ
る
不
足
額
に
つ

い
て
は
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
こ
と
で
対
応
を
図
る
こ
と

と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、観
光
ま
ち
づ
く
り
の
充
実・

維
持
に
係
る
財
源
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
議
か
ら
の
結
果
に
て
、
新
た
な
財
源
確
保

に
向
け
「
宿
泊
税
の
導
入
を
１
年
早
め
令
和

10
年
４
月
」
か
ら
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
今
後
は
、
宿
泊
税
の
具
体
的
な
制
度
内
容

の
検
討
を
し
、
令
和
８
年
５
月
に
最
終
報
告

書
が
提
出
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。
そ
の

後
も
議
会
上
程
、
総
務
省
と
の
協
議
な
ど
必

要
な
手
続
き
を
経
て
宿
泊
税
の
導
入
と
な
る
。

問答

町 

長

　
　
　
　

自
治
会
未
加
入
の
民
泊
事
業
者
や

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
ご
み
箱
設
置

の
義
務
化
と
自
治
会
未
加
入
者
へ
の
協
力
金

徴
収
の
考
え
に
つ
い
て
、
ま
た
増
加
し
て
い

る
外
国
籍
住
民
向
け
に
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

と
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
を
使
っ
た
プ
リ
ン

ト
等
の
作
成
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

民
泊
の
ご
み
は
事
業
系

一
般
廃
棄
物
と
な
り
、
収
集
運
搬

事
業
者
に
委
託
す
る
か
、
環
境
セ
ン
タ
ー
に

自
己
搬
入
す
る

か
、
燃
せ
る
ご

み
が
１
日
当
た

り
10
キ
ロ
以
下

で
あ
れ
ば
登
録

し
、
水
色
の
袋

に
１
度
に
２
袋

ま
で
排
出
で
き
、

大
規
模
な
賃
貸

住
宅
は
開
発
指

導
要
綱
に
集
積

場
所
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
協
力
金
徴
収
は
未
加
入
者
に
よ
る
不
公
平

感
は
承
知
し
て
い
る
が
、
利
用
者
間
の
合
意

と
捉
え
、
制
度
化
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
プ
リ
ン
ト
の
作
成
は
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

民
泊
利
用
者
の
ご
み
出
し
の
苦
情

の
受
付
先
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
督
機
関
は
小
田
原

保
健
福
祉
事
務
所
生
活
衛
生
部
環

境
課
が
苦
情
等
を
受
け
付
け
、
民
泊
事
業
者

に
指
導
を
行
う
。

　
　
　
　

保
育
・
教
育
施
設
等
へ
の
不
審
者

に
対
す
る
安
全
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
拠
法
令
は
異
な
る

が
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
対
応
し
て
お
り
、
不
審
者
対
応
の
一
例

と
し
て
、
不
審
者
の
侵
入
を
知
ら
せ
る
た
め

の
決
め
ら
れ
た
放
送
を
行
い
、
児
童
・
生
徒

を
教
室
内
に
誘
導
し
、
出
入
口
に
バ
リ
ケ
ー

ド
を
作
り
侵
入
を
防
ぎ
、
警
察
、
警
備
会
社

に
通
報
す
る
等
対
応
す
る
。

問答

町 

長

問答

環
境
課
長

問答

教 

育 

長

佐
藤 

章
子 

議
員

鈴
木 

美
貴 

議
員

自
治
会
と
の
調
整
支
援
や
未
加
入
者
へ
の
啓
発
に
努
め
る

町

宿
泊
税
導
入
を
決
定
し
、
制
度
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る

町 今
後
の
町
財
政
不
足
の

施
策
・
解
決
策
を
伺
う

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
の 

改
善
と
ル
ー
ル
違
反
者
へ
の
対
応
は
？

ごみステーション

横浜国立大学学生による研究成果の発表（R7.3.26）

議会だより　はこね
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道
路
・
橋
り
ょ
う
・
上
下
水
道
な

ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、

緊
急
・
中
長
期
的
に
改
良
す
べ
き
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
調
査
は
で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

将
来
的
な
イ
ン
フ
ラ
維
持
に
関
す
る
改
修
計

画
な
ど
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
に
路
面
破
損
状
況
調
査
を

実
施
し
、
目
視
確
認
を
通
じ
て
損
傷
に
応
じ

た
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
改
修
計
画

は
、
約
７
０
０
路
線
の
状
況
や
交
通
量
の
変

化
を
踏
ま
え
な
が
ら
整
備
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
。

　
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
５
年
ご
と
の
近

接
目
視
点
検
を
実
施
し
、
第
１
回
点
検
結
果

を
も
と
に
50
年
の
中
長
期
計
画
と
10
年
の
短

期
維
持
管
理
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
予
防
保
全
型
管
理
へ
の
移
行
に
よ
り
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
目
指
す
。　
　

　
水
道
施
設
・
下
水
道
施
設
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
状
況
を
評

価
し
、
改
修
を
計
画
す
る
。

　
　
　
　

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
改
修
は
長
期
に

わ
た
り
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す

る
が
、
起
債
の
考
え
方
を
含
め
た
財
政
の
見

通
し
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
改
修

は
国
・
県
の
補
助
金
と
起
債
を
活

用
し
、
計
画
的
に
実
施
。
起
債
は
単
年
度
の

財
源
不
足
を
補
い
、
財
政
負
担
の
平
準
化
と

世
代
間
の
負
担
公
平
性
確
保
が
目
的
と
し
て

い
る
。
起
債
は
将
来
の
投
資
費
用
で
あ
り
、

財
政
収
支

の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮

し
つ
つ
有

効
活
用
す

る
方
針
で

あ
る
。

問答

町 

長

問答

町 
長

　
　
　
　

高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
は

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
の
人
口
は
１
万
８
１
６
人
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
は
２
４
４
６
人
で
割
合
は

22
．
６
％
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
、

37
．
５
％
と
、
令
和
５
年
度
末
の
38
．
３
％

と
比
較
し
て
若
干
下
が
っ
て
い
る
。
就
労
の

若
者
の
転
入
者
が
い
る
こ
と
や
、
外
国
人
の

転
入
も
考
え
ら
れ
る
。
単
身
世
帯
、
高
齢
者

の
み
世
帯
の
増
加
な
ど
世
帯
構
造
の
変
化
も

あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
認
知
症
の
割

合
も
増
加
傾
向
。

　
　
　
　

認
知
症
の
方
は
、
ど
れ
く
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

把
握
は
難
し
い
が
、

介
護
認
定
者
に
限
定
す
る
と
、
令

和
４
年
度
介
護
認
定
者
は
、
７
５
３
人
の
内

２
９
７
人
・
令
和
５
年
度
介
護
認
定
者
は
、

７
９
５
人
の
内
３
０
３
人
・
令
和
６
年
度
介

護
認
定
者
は
、
８
０
１
人
の
内
３
２
２
人
で

40
．
２
％
が
認
知
症
。
介
護
認
定
者
の
増
加

と
と
も
に
認
知
症
の
方
も
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　
　
　
　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
軽
度
認
知
症
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
程
で

は
な
い
状
態
で
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
で
あ
る
こ
と
が
気

づ
か
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
人
も
少
な

く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
検
査
は

採
血
で
も
で
き
る
。
早
期
の
段
階
で
の
対
応

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
リ
ス

ク
を
判
定
す
る
検
査
費
用
は
、
1

回
2
万
円
程
度
と
高
額
。
本
町
で
は
、
75
歳

以
上
の
方
の
長
寿
検
診
で
認
知
症
に
関
す
る

質
問
を
設
け
、
認
知
能
力
低
下
が
見
受
け
ら

れ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
へ
受
診
勧
奨
を
行

な
っ
て
い
る
。

問答

町 

長

問答

福
祉
課
長

問答

保
険
健
康
課
長

折
橋 

尚
道 

議
員

村
野 

由
紀
子 

議
員

医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
う

町

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
応
じ
た
計
画
に
基
づ
き
対
処
を
し
て
い
く

町 公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は
？

早
期
認
知
症
の
対
応
を
！

弥栄橋を点検中！

議会だより　はこね
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各
種
協
⼒⾦

や
観
光
客
⼊
域
課
税

の
検
討
経
過
及
び
宿
泊
税
の
概
要

と
現
状
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
【
各
種
協
⼒
⾦
】「
有
料

公
衆
ト
イ
レ
・
富
⼠
⼭
保
全
協
⼒

⾦
・
屋
久
島
⼭
岳
部
環
境
保
全
協
⼒⾦

」
等

を
対
象
に
財
源
規
模
を
試
算
。
有
料
公
衆
ト

イ
レ
は
、
⾦
時
公
園
ト
イ
レ
を
利
⽤
者
⾒
込

み
数
か
ら
試
算
し
た
結
果
、
財
政
規
模
は

７
８
０
万
円
で
財
源
確
保
に
は
繋
が
ら
な
い
。

富
⼠
⼭
保
全
協
⼒⾦

・
屋
久
島
⼭
岳
部
環
境

保
全
協
⼒⾦

は
、
富
士
山
や
屋
久
島
入
山
者

か
ら
１
０
０
０
〜
２
０
０
０
円
程
度
の
協
力

金
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
当
町
に
は
類
似
対

象
が
な
い
た
め
試
算
が
困
難
。

　
【
観
光
客
⼊
域
課
税
】
沖
縄
離
島
へ
の
⼊

域
に
課
税
す
る
環
境
協
⼒
税
等
や
、
宮
島
訪

問
課
税
を
対
象
と
し
た
。
離
島
の
地
理
的
特

性
に
よ
り
⼊
域
補
⾜
は
可
能
だ
が
、
本
町
に

⼊
町
す
る
交
通
⼿
段
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、

そ
の
中
か
ら
観
光
客
・
町
⺠
・
通
過
す
る
人

を
区
別
し
て
徴
収
す
る
こ
と
は
困
難
。

　
【
宿
泊
税
の
概
要
と
現
状
】
宿
泊
税
は
都

道
府
県
を
除
き
６
市
町
が
実
施
し
、
定
額
制

は
１
０
０
〜
１
０
０
０
円
、
定
率
制
は
宿
泊

料
金
の
２
％
を
課
税
し
て
お
り
、
試
算
結
果

の
財
政
規
模
は
５
．
９
〜
13
．
３
億
円
程
度
。

実
施
課
題
は
、
規
模
が
⼤
き
い
た
め
⼊
湯
税

や
ふ
る
さ
と
納
税
と
重
複
し
な
い
使
い
道
の

整
理
が
必
要
で
あ
る
が
、
他
の
財
源
確
保
策

よ
り
適
性
が
あ
る
。

問答

町 

長

　
　
　
　

定
住
者
の
移
動
が
困
難
な
状
況
だ

が
、
公
共
交
通
の
混
雑
に
対
す
る

町
の
認
識
と
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
に
路
線
バ
ス
に
つ
い

て
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
何
本
か

見
送
ら
な
い
と
乗
車
で
き
な
い
状
況
が
見
受

け
ら
れ
る
。
バ
ス
事
業
者
の
対
応
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
他
地
区
で
廃
止
し
た
路
線
か
ら

箱
根
の
路
線
に
優
先
的
に
運
転
手
を
補
充
し
、

同
時
刻
の
バ
ス
を
２
台
で
運
行
す
る
等
の
営

業
努
力
と
共
に
、
大
き
な
荷
物
に
対
応
で
き

る
バ
ス
の
導
入
等
、
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
バ
ス
事
業
者
が
あ
ら

ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
い
る
中
、
町
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
見
出
し
に
く
い
。

　
そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
観
光
客
と
住
民
双

方
に
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
既
に
事
業
展

開
が
な
さ
れ
て
い
る「
は
こ
ね
カ
ー
シ
ェ
ア
」

や
「
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
（
カ
ン
モ
ビ
）」
の

周
知
を
図
り
た
い
。「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
」
に
つ
い
て
も
早
期
導
入
を
働
き
掛
け
て

い
く
。

　
　
　
　

町
内
で
医
療
を
受
け
る
際
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

町
内
の
医
療
機
関
は
既

に
医
科
が
７
施
設
、
歯
科
は
３
施

設
あ
り
、
温
泉
地
域
に
診
療
所
が
開
設
す
る

こ
と
で
町
内
各
地
域
の
一
次
医
療
体
制
は
安

定
化
す
る
と
考
え
て
い
る
。
救
急
医
療
に
つ

い
て
は
広
域
二
次
病
院
群
輪
番
制
に
よ
り
患

者
受
け
入

れ
体
制
は

整
っ
て
い

る
。
引
き

続
き
広
域

連
携
に
よ

る
体
制
確

保
を
図
り

た
い
。

問答

町 

長

問答

町 

長

勝
俣 

泰
彦 

議
員

丸
子 

英
人 

議
員

代
替
交
通
手
段
の
周
知
、
安
定
し
た
医
療
体
制
を
確
保

町

宿
泊
税
に
絞
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る

町 観
光
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
・
維
持
に

係
る
財
源
の
あ
り
方
は

路
線
バ
ス
の
混
雑
及
び
町
内
医
療

体
制
に
つ
い
て

評価結果一覧　※検討会議中間報告書から引用

税の名称
（税の区分）評価項目

（評価の視点）

⑴�入湯税の
超過課税
（法定税）

⑵�宿泊税
（法定外税）

⑶�駐車場利用者
への課税
（法定外税）

①�財源の規模
　（先行導入団体の実施事例に基づく試算結果） △△ ◯◯ △△
＊�財源不足の艦娘関連施設を賄えるか

②�観光客の捕捉性 ◯◯ ◯◯ △△
＊�観光客だけを対象として捕捉できるか

③�対象となる観光客の範囲 △△ ◯◯ ◯◯
＊�幅広い観光客を対象にできるか

④�使い道の柔軟性 △△ ◯◯ ◯◯
＊�観光まちづくりの対象範囲に活用できるか

⑤�実施に要する期間 ◯◯ ◯◯ ×
＊Ｒ11までに実施できるか

⑥�収入安定性 ◯◯ ◯◯ △△
＊�安定的かつ継続的な財源となるか

⑦�受益の程度 ◯◯ ◯◯ △△
＊�受益と負担の関係を整理できるか

⑧�納税者の負担感 △△ ◯◯ △△
＊�利用料金に対して税負担は過重か
⑨�徴収費用や徴収事務
　（周知等は共通のため省略） ◯◯ △△ △△
＊�事業者の費用負担等は過大か

⑩�事業者への負担軽減措置 × ◯◯ ◯◯
＊�費用負担等へ軽減措置はあるか

議会だより　はこね
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箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
Ａ
Ｉ
に
よ
る
旅
行

者
用
観
光
プ
ラ
ン
、「
は
こ
タ
ビ
」

ア
プ
リ
の
利
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
旅
行
者
が
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
効

率
的
な
周
り
方
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
に
よ
り
、
箱
根
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
、
旅
行
者
の
周
遊
性
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
利
用
者
が
自
分
の
好
み
に
合
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
箱
根
周
遊
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

場
合
、
今
後
の
周
遊
形
態
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

今
ま
で
は
誰
も
が
旅
す

る
ル
ー
ト
を
選
ん
で
し
ま
い
、
箱

根
観
光
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

コ
ー
ス
が
中
心
と
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ

る
。

　

特
定
の
混
雑
す
る
時
間
帯
に
混
雑
す
る

ル
ー
ト
を
選
択
し
て
し
ま
う
結
果
、
多
く
が

同
じ
場
所
に
集
中
し
混
雑
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
う
と
い
う
状
況
が
起
き
て
い
る
。

　
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
作
成
の
「
は
こ
タ
ビ
」
に
よ

り
、
こ
の
よ
う
な
方
々
に
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、

グ
ル
メ
、
温
泉
な
ど
個
人
の
趣
味
、
趣
向
に

合
わ
せ
て
箱
根
の
魅
力
を
楽
し
め
る
行
程
が

組
め
、
渋
滞
や
混
雑
の
情
報
を
勘
案
し
、
こ

れ
を
避
け
た
コ
ー
ス
を
Ａ
Ｉ
が
瞬
時
に
組
み

合
わ
せ
て
く
れ
る
。

　
こ
の
提
案
に
よ
り
箱
根
全
体
の
混
雑
の
緩

和
に
も
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
、
旅
の
満
足

度
も
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問答

町 

長

　
　
　
　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
住
民
生

活
へ
の
影
響
が
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
路
線
バ
ス
で
は
大
き
な
キ
ャ

リ
ー
ケ
ー
ス
を
持
ち
込
む
観
光
客
の
影
響
で

住
民
が
バ
ス
に
乗
れ
な
い
、
乗
車
し
て
も
座

れ
ず
病
院
に
診
察
に
行
く
の
に
ず
っ
と
立

ち
っ
ぱ
な
し
で
と
て
も
疲
れ
る
、
早
急
に
改

善
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
異
口
同
音
に
上

が
っ
て
い
る
。
大
型
の
荷
物
を
バ
ス
に
乗
せ

な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
事
業
者
が
行
っ
て
い

る
キ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
町
も
補
助
を
す
る

な
ど
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

持
続
可
能
な
観
光
推
進

事
業
を
活
用
し
、
観
光
客
の
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
な
ど
の
大
き
な
荷
物
を
配
送
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
確
認
エ
リ
ア
全
体
で
取
り
組
み

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
箱
根
観
光
を
促
進
し
て
い

く
考
え
だ
。

　
　
　
　

次
に
民
泊
等
に
つ
い
て
伺
う
。
規

制
緩
和
に
よ
る
住
民
と
の
軋あ

つ

轢れ
き

を

生
ん
で
い
る
最
た
る
も
の
だ
。
あ
る
住
民
は

隣
の
保
養
所
が
民
泊
に
な
っ
て
庭
で
行
わ
れ

る
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
等
の
騒
音
で
悩
ま
さ
れ
何

度
注
意
を
し
て
も
止
ま
ず
、
箱
根
を
出
る
こ

と
を
真
剣
に
考
え
た
と
の
こ
と
だ
。
２
０
１

８
年
当
時
の
全
日
本
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合

の
理
事
長
は
、
管
理
人
不
在
で
営
業
許
可
を

出
す
の
は
世
界
で
も
例
の
な
い
暴
挙
だ
と

い
っ
て
い
る
。
現
行
法
令
へ
の
規
制
な
ど
、

上
乗
せ
条
例
を
県
に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　

次
回
の
見
直
し
時
に
県

へ
の
要
望
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

町 

長

問

答

町 

長

川
口 

延
明 

議
員

山
田 

和
江 

議
員

次
回
の
見
直
し
時
に
県
へ
の
要
望
を
検
討
し
て
い
き
た
い

町

箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
作
成
の
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
に
よ
り
十
分
楽
し
ん
で
ほ
し
い

町 箱
根
観
光
の
満
足
感
を
与
え
て

ほ
し
い

管
理
人
不
在
は
世
界
の
暴
挙
、
現
行

法
令
の
規
制
等
を
県
に
訴
え
よ

「はこタビ」のホームページ

管理人のいない宿泊施設があちこちに

議会だより　はこね
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　議案第32号から48号まで17件について、時間をかけて慎重に審議しました。

【議案第32・33号　専決処分の承認　2件】　承認
　〇雪害対策・冬の雪かきや融雪剤の散布に携った業者への支払い　2,300万円
　〇原付バイクの排気量が125㏄以下に変更したための町税条例の改正

【議案第34号　箱根町非常勤職員報酬及び費用弁償に関する条例の改正】　可決
　〇選挙投票所などの運営に携わる方々の費用の改正

【議案第35号　箱根町一般会計補正予算の主な内容】　可決
　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　3億417万4千円
　〇新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費負担金
　〇ごみ処理広域化推進事業追加  負担金追加
　〇救急業務高度化推進事業  財源内訳更生

【議案第36号　令和7年度
 箱根町公共下水道事業会計補正予算】　可決
　〇工事請負費の追加　1,700万円

【議案第37・38・39号　工事請負契約の締結　3件】　可決
※①件名、②落札業者、③契約金額
　①�粗大ごみ処理施設改修事業

粗大ごみ処理施設基幹的設
備改修工事 

　②�株式会社神鋼環境ソリュー
ション 東京支社

　③２億4,200万円 

　①�箱根旧街道保護対策事業
箱根旧街道保存活用整備
工事（畑宿千鳥橋上地区）

　②有限会社三浦組
　③5,104万円

　①�箱根関所復元再整備事業
復元施設再整備工事

　②箱根建設株式会社
　③7,647万2,000円

【議案第40・41・42号　物件供給契約の締結　3件】　可決
　〇高規格救急自動車（消防本部配備）　車体、積載医薬品・医療器具の２件　合計契約金額　4,180万円
　〇消防ポンプ自動車（第６分団）　2,821万5,000円    

【議案第43号　湯河原町真鶴町衛生組合と箱根町との
　　　　　　　　可燃ごみ焼却処理の事務委託に係る協議】　可決
　〇本年10月から下郡が同じ施設（湯河原町真鶴町衛生組合）を使って可燃ごみ共同処理を行うための協議と規約

【議案第44号　箱根町と湯河原町真鶴町衛生組合との
　　　　　　 　剪定枝等資源化処理の事務委託に係る協議】　可決
　〇令和９年３月から下郡の樹木伐採や枝払いした剪定枝などを受け入れる共同処理を行うための協議と規約

【議案第45・46・47・48号　各委員の選任】　同意
　〇固定資産評価審査委員会委員　　　宮城野在住　　　小嶋　章司　氏
　〇温 泉 財 産 区 管 理 会 委 員　　　宮ノ下在住　　　加藤　修司　氏
　〇宮 城 野 財 産 区 管 理 会 委 員　　　強 羅 在 住　　　中村　雅昭　氏
　〇人 権 擁 護 委 員　　　仙石原在住　　　勝俣　 亘 　氏

　下記の議案採決表は賛否が分かれた議案のみの掲載をしています。その他の議案採決はすべて全員賛成で議決されました。

６月 議会審議議案

議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

丸
子
英
人

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

43 湯河原町真鶴町衛生組合と箱根町との可燃ごみ焼却処理の事務委託に係る協議について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長は採決に参加しません。
※ �専決処分とは、本来は議会の議決を必要とする事項を、緊急時や議会の委任に基づいて、町長が議会に代わって決定する

制度です。

議案の詳細等に
つきましては、
こちらを
ご覧ください。

議員別議案賛否一覧

議会だより　はこね
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委員会活動報告委員会活動報告

総務企画観光常任委員会　委員長　勝俣泰彦

総務企画観光常任委員会　委員長　勝俣泰彦

「改定された箱根山（大涌谷）ハザードマップの概要」の詳細について所管
課から説明を受けた。
ハザードマップの改定は、箱根山火山防災協議会が最新の調査を基に行い、
令和７年３月に改定案が承認され公表された。
主な改定内容は、①想定火口域の変更として、従来の楕円形から、北西〜
南東方向に細長い小判形に変更、②火山現象の再評価充実として、水蒸気噴
火に伴う噴石･降灰･火山噴出型熱泥流等を対象に影響範囲を推定、③避難計
画の見直しとして、観光客や住民の安全確保のため、避難ルートや避難場所
の再設定等が行われた等の説明を受けた。

説明後の意見交換で
は、各委員から火山噴
出型熱泥流のシミュ
レーション・ハザードマップ改定資料の配布状況、観光客
や住民の避難方法や情報伝達・避難の方法等についての質
疑が出され、活発な意見交換が行われた。
大涌谷を訪れる際には、最新の火山活動情報やハザード
マップが改定されたことを知っていただく必要がある事か
ら、住民は元より、観光客や外国人にも分かりやすい情報
提供ができるよう、関係各所との連携を深めていきたい。

大涌谷新展望エリア「ちきゅうの谷」、火山地帯特有の自然を観
察できる「大涌谷自然研究路」、箱根の歴史や自然の魅力を味わえ
る「箱根ジオミュージアム」を視察した。
「ちきゅうの谷」は、㈱小田急箱根が本年４月に、箱根ロープウェ
イ大涌谷駅と駅前広場をリニューアルし、「黒・ジオ・風」をテー
マにした新しいエリアで、㈱小田急箱根社員の案内により、吹き込
む風を感じる「風の輪テラス」、墳気を見下ろせる谷へ突き出した
スリリングな「息吹のデッキ」、開放感のある景色を見渡せる「大
空のほとり」の展望デッキや、自然と一体化する「岩の巣ベンチ」

を体験し、駅前に広が
る大涌谷の広陵とした大地や、蒸気が吹き上がり、硫黄のにおいが
漂う生きた地球を感じられる雄大な自然と触れ合うことができた。
「大涌谷自然研究路」では、箱根DMO職員による、引率入場等
の概要や入場実績等について説明を受けた後、自然研究路の状況に
ついて現地を確認した。
「箱根ジオミュージアム」では、学芸員の案内による特別展を視
察後、運営状況等について説明を受け、質疑を行った。

総務企画観光常任委員会中間報告

大涌谷「新展望エリア」「自然研究路」「箱根ジオミュージアム」視察

5
26

7
10

総務防災課から説明を受ける

箱根ジオミュージアムを視察

ちきゅうの谷から！

新たな想定火口域

議会だより　はこね
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教育福祉環境常任委員会　委員長　川口延明

教育福祉環境常任委員会　委員長　川口延明

箱根町には外郭団体として「（公財）箱根町文化・スポー
ツ財団、箱根町社会福祉協議会、箱根コンベンションビュー
ロー、根町国際交流協会」の４団体がある。
その中で、町からの出資比率（２分の１以上）の割合を
満たした団体である箱根町文化・スポーツ財団については、
議会定例会で経営状況の報告が行われる。
６月定例会終了後に社会教育センターにおいて社会教育
センターにおいて、箱根町文化・スポーツ財団の事務局長
に出席を求め、経営状況の報告について質疑を行った。

主な内容として
①�　貴重な自主財源となってい
る会費収入が前年度比51,000円の減となっているが、その要因と個人・団体会費の減
額の状況について
②　当初計画と実績において、乖

かい

離
り

が大きかった事業の要因と改善策について
③　職員の報酬が減額となっているが、内容は？
④　事業報告書作成の委託先と決算報告書作成の状況について
など７名の委員から16項目の質疑があり、その後、令和６年度事業の実施状況等につい
て意見交換会を行った。

※外郭団体・・・町が資本金または基本金等の25％以上を出資している法人

環境センターの現状及び広域化について、所管課から
報告があり、３月２７日採取の排ガス中のダイオキシン類
測定結果や発生原因、今後の可燃ごみ中継施設等整備ス
ケジュール、湯河原町真鶴町衛生組合の焼却炉の基幹的
設備改良工事の進捗状況、同組合からの剪

せん

定
てい

枝
し

等の受け
入れについてなどの説明を受けた。
委員からは「ダイオキシン類の濃度は基準値が1.0に
対して今回の測定値が1.3となったが、どのくらいのレ
ベルなのか？」他30項目以上の質疑が出された。
町の焼却炉が停止している中で広域化稼働まで業務運
営をしなければならないので、安全面には十分注意をし
て、町民に負担のかからないようにしてほしいと要望も
出した。
今回の意見交換の内容は大変重要な課題も多かったが、
状況の説明を早くに受けたため、スムーズな委員会活動
を行うことができたと感じている。

箱根町文化・スポーツ財団と議会との意見交換会

教育福祉環境常任委員会中間報告

7
8

5
26

環境課から説明を受ける

剪定枝等ストックヤードの設置場所

意見交換会の様子

令和６年度　
財団事業報告書

議会だより　はこね
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御殿場市議会広報委員会の皆さんが広報広聴委員会
の活動を視察に来られ、当日はパワーポイントを使い
ながら、議会だよりの編集や議会報告会の開催状況、
課題等の説明を行った。御殿場市は箱根町にとって生
活圏の一部で、買い物や病院、仕事など利用すること
が多い地域であることから、これをきっかけに交流を
深めていきたい。

危機的な財政状況にある中、平成28年度より財源確
保策として固定資産税の超過課税が継続されているが、
中長期財政見通しの結果、公共施設再編・整備計画に
基づく計画的な施設管理、行財政改革アクションプラ
ンによる収支改善効果を図っても、なお財源不足の拡
大が見込まれることから、新たな財源の導入を検討す
る必要があるため、本年４月10日に町所管課から当委
員会に対し、令和元年に発足された「箱根町観光まち
づくりの充実・維持に係る財源のあり方に関する検討
会議」の状況が報告された。
また、去る６月12日に開催の当委員会では、6月定
例会初日に勝俣町長のあいさつに述べられた、宿泊税
検討に関する話があり、その表明の前提となった検討
会議の中間報告書について、町所管課から説明を受け、
その後、多くの委員から質疑があった。
令和10年４月１日の実施を目指して、宿泊税導入に
向けた検討が進められることから、今後も継続して調
査研究を進めていきたい。

御殿場市議会広報委員会視察 行財政改革調査特別委員会

広報広聴委員会　委員長　村野由紀子 行財政改革調査特別委員会
　委員長　稲葉親太郎

議 長 フ ォ ト レ ポ ー ト

6
2 6

12

全議員で宿泊税の説明を受ける！
議場にて！

説明会の様子

6
6 金

明星展を見学！明星展を見学！ 黒岩県知事、長田県議会議長等へ黒岩県知事、長田県議会議長等へ
神奈川県町村議会議長会　会長就任の報告神奈川県町村議会議長会　会長就任の報告

6
11水

議会だより　はこね
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　前半は、予算審議の説明や議員が特に注目した事業について、パワーポイントを使用して説明
を行いました。
　後半は、参加者少数ではありましたが、民泊やごみの捨て方、外国人観光客のバス利用におけ
る問題など、ご意見・ご要望があり、全議員で懇談させていただきました。早速、各議員が６月
議会の一般質問で、町側に対応を求めました。ま
た、アンケート調査結果では説明内容は、わかり
やすい、説明時間もちょうど良い、資料もわかり
やすく、とても良かったと言う感想でした。その
他にも入湯税や宿泊税等の収入を増やす政策や、
議員と町民との懇談の場があると良い等ありまし
た。
　今後は、議会報告会の周知等にも工夫しながら
多くの皆さまに参加していただけるよう努力して
まいります。
� 広報広聴委員会　委員長　村野由紀子

実施日時　令和７年５月15日　19時開催
場　　所　社会教育センター議会報告会議会報告会

お 知 ら せ

9月定例会開催予定日

※８月１９日開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更となる場合があります。
　�詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会ホームページの
議会カレンダーをご覧ください。

８月２６日、２８日、9月１日本会議

町民の方から様々なご意見をいただきました！

議会だより　はこね
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議 員 活 動 報 告
皆さんの日常的な活動に参加し、報告していきます。情報をお待ちしています！

令和７年度全国町村議会議長会議長・令和７年度全国町村議会議長会議長・
副議長研修会副議長研修会

令和７年度全国町村議会議長会議長・副議長研
修会が東京国際フォーラムにて開催されました。
今回のテーマは防災関係で、有事の際には議会
議員が率先して災害状況や必要な物資等の状況報
告等、行政との橋渡しとなることを心がけ、普段
から自治会等との連携を行うことが大切であるこ
とを改めて実感しました。� （稲葉親太郎）

5
27

お玉ヶ池地区町有林樹下植栽お玉ヶ池地区町有林樹下植栽

豊かな森林づくり事業のお玉ヶ池地区町
有林植栽に町会議員12名が参加しました。天候に
恵まれた中50名を超える参加者により、イロハモ
ミジやブナ等広葉樹の苗木を500本植林しました。
お玉ヶ池周辺町有林への植栽事業は毎年続けられ
ており、ゆくゆくは紅葉の名所として箱根の魅力
の一つになると期待されます。� （丸子英人）

6
6

防災出前講座防災出前講座

災害発生時、避難所となる文化センター
で仙石原女性会の皆さまと参加！避難所が開設
された際の実際のスペースを数人で寝転がりその
広さを体感し、状況を想像しながら体験型の出前
講座でした。また、備蓄品の保管場所を確認し共
助の意識向上も高まりました。� （村野由紀子）

6
5

議会だより　はこね
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はこねっこ みまもるーむはこねっこ みまもるーむ

子育て支援イベント「みまもるーむ」が
社会教育センターで開催されました。
8世帯１５人の父母とお子さん方が、お絵かきや

輪投げ、フリスビー、絵本読み聞かせ等々で楽し
い時間を過ごしました。
お昼は手作りカレーが大好評で、３杯お代わり

の子どもさんもいましたよ。
良いコミュニティの場でした♪� （佐藤章子）

6
15

第第4466回明星展・回明星展・
第第3737回社会教育センターまつり回社会教育センターまつり

ステージコーナーでは、7日「音楽のつどい」
として、午前は箱根中学校吹奏楽部、午後はフルー
トアンサンブルの演奏、8日午前は、琴和会によ
る大正琴の演奏、午後はフラアオラニとフラアオ
ラニキッズによるフラダンスショーが行われ、盛
り上がりました。� （鈴木美貴）

6
6 〜 8

第第2211回箱根をどり回箱根をどり

箱根湯本芸能組合主催の「第21回箱根を
どり」が開催されました。
当日は3回公演が行われ、どの回も大盛況で「長
唄・島の千

せん
歳
ざい
」から始まった舞台上

での舞、三味線、笛、鼓などの華麗
なる日本文化が花開きました。
芸妓の皆さま、連日のお稽古お疲
れ様でした。� （佐藤章子）

6
14

温泉体育会スポーツ交流温泉体育会スポーツ交流

６月の温泉体育会はスポーツ月間。
１５日グランドゴルフ大会には６０名程度の方が参
加、２９日ソフトバレーボール大会は、６チーム総
勢４５名の方々で熱い戦いが繰り広げられました。
日ごろの運動不足解消とともに、温泉地域の交流
を深めました。次の対戦は秋の健民祭となります。
� （折橋尚道）

6
15・29

議会だより　はこね
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花いっぱい事業（小涌谷自治会）花いっぱい事業（小涌谷自治会）

梅雨の中休み、花いっぱい事業で提供す
るサルビア７２株を猛暑の中、小涌谷自治会の皆さ
んが、旧しらゆり荘の町道沿い花壇の植え替えを
しました。年４回開催している恒例の自治会行事
で多くの方々が参加されました。� （折橋尚道）

6
30

仙石原幼児学園「はこねっこ夏祭り」仙石原幼児学園「はこねっこ夏祭り」

仙石原幼児学園の「はこねっこ夏祭り」
が開かれました。地域から女性会、民生委員、青
少年指導員、星槎大学箱根キャンパスのみなさん
がボランティアとして各ブースの運営をし、保護
者とお子さんは各ブースを回って様々なゲームを
して、景品をもらい大喜びでした。途中で小学1
年の児童も参加し、校長先生と一緒にゲームをし
て楽しんでいました。� （鈴木美貴）

7
2

土砂災害全国防災訓練土砂災害全国防災訓練

恵明学園体育館で開催された避難訓練。
安否確認のために飾られた、玄関先の黄色いタオ
ルを消防団がいち早く確認して避難所に到着。す
ぐに避難所運営とファーストミッションボックス
の利用などの講習を受けました。総勢50名程度の
参加者の中には宮ノ下在住のネパール人の家族も
こられて熱心に聞いていました。� （折橋尚道）

6
26

令和７年度箱根町子ども会令和７年度箱根町子ども会
レクリエーション大会レクリエーション大会

小学生約５０名が参加し、星槎レイクアリーナ箱
根で開催され、あお、あか、みどり、きいろの４
チームに分かれ、ドッチビー、ボッチャ、巨大オ
セロ、輪投げの４種目に全員が参加し、みんな仲
良く楽しんでいました。� （鈴木美貴）

6
21

議会だより　はこね
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私たちは6年生になると「地方自治」について勉強することとなっています。

6 月10日（火）は町内の小学校４校が役場に集合し、議会の傍聴や役場を

見学しながら、議会の役割や仕組みについて勉強しました。

それでは、各学校からの感想を読んでください。

児童の感想

【湯本小学校】

・�議会を見るという貴重な時間を過ごすことができました。話し合われている内容が難しくて分からないとこ

ろもあったけれど、議員さん達は分かっていて、すごいと思いました。18才になったら選挙に行って、よく

考えて１票を投票したいです。これからも私たちのために箱根町をよりよくしてください。

【仙石原小学校】

・�本会議では、参加している方々がすごく静かで一生懸命に集中して話し合っていることが分かりました。一

般の人の傍聴受付があったので、次は、親と傍聴しに行きたいです。

【恵明学園】

・�箱根町について話し合われている議会を見学できて、とてもよい勉強になりました。いつか議会を見学し

てみたいと思っていたので、見学ができてよかったです。

・�とても大きい議場に座ると緊張しました。議会を見学して色々な問題があることが分かりました。

【箱根の森小学校】

・�本会議を見て、政治についてもっと詳しく調べようという気持ちになったし、私たちが豊かに暮らすために、

こんなことをしてくれているというありがたみを改めて感じました。やはり議員さんたちは町民の願いのた

めに色々頑張っているということが伝わってきました。

地方自治学習・議場見学地方自治学習・議場見学
小学校小学校
6年生6年生

議員控室にて

役場食堂で事前オリエンテーション みなさん真剣！傍聴席から議場を見学

正副議長室を体験！ 役場正面玄関で質疑応答

議会だより　はこね
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広報広聴委員会
委 員 長
　村野　由紀子
副委員長
　折橋　尚道
委 員
　鈴木　美貴・勝俣　陽二
　佐藤　章子・勝俣　泰彦

箱根細工は伝統的な技法を用いた木工製品で、 代表的な「寄木細工」などがあります。 様々な箱根細工は伝統的な技法を用いた木工製品で、 代表的な「寄木細工」などがあります。 様々な
技法があり、 例えば技法があり、 例えば挽挽

ひ きひ き

物物
も のも の

細細
ざ いざ い

工工
くく

はロクロで回転させた材料に刃物を当て削って作るもので、 湯飲みなどのはロクロで回転させた材料に刃物を当て削って作るもので、 湯飲みなどの
食器類があります。食器類があります。 指指

さ しさ し

物物
も のも の

細細
ざ いざ い

工工
くく

は板材や角材を組み合わせて作るもので、家具類などの製品があります。は板材や角材を組み合わせて作るもので、家具類などの製品があります。
国から伝統工芸品に指定された「箱根寄木細工」はこの技術から派生し、 色の異なる自然木を幾何国から伝統工芸品に指定された「箱根寄木細工」はこの技術から派生し、 色の異なる自然木を幾何
学模様に組み合わせて、 指物細工の表面を装飾したもので、 江戸時代後期には作られており、 土産学模様に組み合わせて、 指物細工の表面を装飾したもので、 江戸時代後期には作られており、 土産
物として広まりました。 明治以降は、 寄木模様を薄く削って貼り付ける「ズク」と呼ばれる技術や様々物として広まりました。 明治以降は、 寄木模様を薄く削って貼り付ける「ズク」と呼ばれる技術や様々
な天然木をはめ込み絵画のように表現した木画技術である「な天然木をはめ込み絵画のように表現した木画技術である「木木

も くも く

象象
ぞ うぞ う

嵌嵌
がんがん

」が生まれ、 全国的にその名が」が生まれ、 全国的にその名が
知られるようになりました。 現在もその時代が求める作品づくりが続けられており、 近年では訪日外国人知られるようになりました。 現在もその時代が求める作品づくりが続けられており、 近年では訪日外国人
客により美術工芸品として、 その素晴らしさが見直されています。 � （鈴木美貴）客により美術工芸品として、 その素晴らしさが見直されています。 � （鈴木美貴）

早々と梅雨入りになった割には平年より降雨量は
少なく、水源は大丈夫かと気にかかります。

また、地球温暖化がすごい勢いで押し寄せて来て
いますね。「春と秋」という美しく過ごしやすい季
節の存在も心配です。

現メンバーでの議会だよりの編集は今回で最終版
となりました。

平素、議会だよりをご愛読いただきありがとうご
ざいます。� （佐藤章子）

編  集  後  記

県道湯本元箱根線県道湯本元箱根線
畑宿　新千鳥橋付近畑宿　新千鳥橋付近 石川仁兵衛の墓石川仁兵衛の墓

伝統工芸技法　伝統工芸技法　
木象嵌作品を制作中木象嵌作品を制作中

絵画や図柄を表現した絵画や図柄を表現した
世界的に例のない木象嵌作品世界的に例のない木象嵌作品
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投票に
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ょう！！
告 示 日 投 票 日

9月16日火 9月21日日

町議会議員選挙

箱根・小田原の地場産業

箱 根 細 工

石川仁兵衛の解説板石川仁兵衛の解説板 挽物細工挽物細工


